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6．各学生は複数の研究室に割り当てられることは  

ない．  

今回は，各研究室ともに割り当ての上限人数が同一一  

とする．また，先生が二人の研究室の場合上限人数は  

2倍になる．  

皿 はじめに  

現在では，様々な現実にある諸問題を数理計画法に  

よって定式化し，モデリング言語を用いて最適化する  

ことができる．今回のような研究室割り当て問題も定  

式化することによって，最適解を求めることができる．   

また，計算機技術の発達によりWebアプリケーショ  

ンを開発。運用を行うことができるようになった．Web  

アプリケーションを使用することによって，Web上で  

学生の希望を入力することができる．入力してもらっ  

た希望をデータベースで管理することによって，リア  

ルタイムで現在の希望状況や割り当て結果を見ること  

ができる．   

学生を公平に研究室割り当てを行うとともに，希望  

の集計の簡略化などのため，クラス編成問題［1】のモ  

デルを参考にⅥ屯bアプリケーションを開発する．  

2．2 記号  

まず問題を定式化する上で使用する記号を挙げる．  

れ：学生の総数  

m：研究室の総数  

乞：学生のID   （宜＝1，2，3，…，れ）   

J‥ 研究室のID （ゴ＝1，2，3，…，m）  

た：研究室の上限人数   

また，各学生の効用として  

勒（乞＝1，2，3，…，町j＝1，2，3，・‥，m）   

を定義する．   

次に学生豆が研究室jに割り当てられるかどうかを  

表す几行m列の二次元変数：  

望 研究室割り当て問題  

2。1 特徴  

今回は東京海洋大学の三学年の研究室割り当てを行  

う．まずその特徴を挙げる．  

1．各学生と各研究室はIDがそれぞれ決められて  

いる．  

2．各研究室は人数の上限がある．今回の上限人数  

は5人．  

3．各学生の第一希望を50点，第二希望を30点，  

第三希望を20点とする．これを効用と呼ぶ．  

4．目的関数は各学生の効用の和を最大化をする．  

5．各学生はどこか一つの研究室に必ず割り当てら  

れる．  

∬電j＝〈三  

学生壱を研究室jに割り当てる  

学生豆を研究室jに割り当てない  

を導入する．また，上で述べた条件を満たすために  

エil＋∬i2＋・‥十諾豆m＝1   

同じく条件を満たすために  

エ1j＋エ2j＋…＋‡れj＝1   

が成り立たなくてはならない．以上のことより，変数  
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できないようにした．しかし，全休として各研究室に  

希望している学生を知ることはできる．図2に表示  

している「現在の希望状況」である．各研究室の希望  

ごとの人数がリアルタイムで表示されるようになって  

いる．  

硯在¢希望状況  

ごijはそれぞれ   
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∬五j＝0または1，乞＝1，‥・，乃；  

J＝1，‥．，m  

を満たすこととなる∴全学生の効用の合計を求める目  

的関数は  
Tl m  

∑∑町、り  
i＝1j＝1  

となる．ここで，各学生ごとの効用の合計が最大とな  

るように割り当て先決定変数が決まる．また，求めら  

れた目的関数の値はどれだけ希望が満たされているか  

の目安となる．  

2．3 Ⅵ毎bアプリケーション  

希望の入力に関しては，DropDownListにて選んで  

もらう形をとった．それぞれの希望の効用配点は  

50， 学生乞が研究室jを第一希望で選んでいる  

30，  ／J   第二希望   J／  

20，  J／   第三希望   ／／  

0，  上記以外  

図2：現在の希望状況  

3 おわりに   

アブストラクトでは字数により掲載できなかったが，  

クラス編成問題川にはない機能を付け加えた・その  

機能は学生からの希望だけではなく，研究室，つまり  

先生側からも希望を聞くというものである．各研究室  

の定員が5名ともともと少ないため，人気のある研究  

室はしばしば希望者数が定員を超えることがある．そ  

のため，定員を超過した場合は研究室側からも絞って  

もらうというものである．残念なことに，今回実際に  

はこの機能は使われなかった．   

今後の展望として，研修医のインターン割り当てや  

学生のインターンシップの希望集計などの他の割り当  

て問題への応用を考えている．  

となる．   

蒜t●轟■   

弟三者望ま鴨I凡ノてくだ乳＼．   

注ま：醐か柑ンで粗lでくだ乱1．変更い乱＼場合は棚珪押してくだ乱＼．   

ヰ一審望傾倒   

れ＝卓立性軋眉  

闇濠融  

∴謎・・  

図1：学生の希望入力フォーム  

これらの効用や学生のID等は全てデータベースで  

管理・保存をしている．この希望入力画面へはログイ  

ンを経て切り替わるようになっており，セキュリティ  

に関しても，学生は他の学生の希望を変更することは  
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